
しいたけ原木非破壊検査機を用いた、原木林の利用適否判定の試み

た
り
数
分
で
あ
り
、
測
定
の
効
率
が
高
い

た
め
、
１
個
所
の
原
木
林
で
多
く
の
原
木

を
測
定
す
る
（
多
検
体
測
定
）
こ
と
に
よ

り
、
利
用
適
否
判
定
の
信
頼
性
が
向
上
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
原
木
Cs
濃
度
検
査
の
信
頼
性
の
向
上

を
目
指
し
、
非
破
壊
検
査
機
を
用
い
て
利

用
適
否
の
判
定
を
試
み
ま
し
た
。（
図
１
）

２　
多
検
体
測
定
と
判
定
基
準

検
査
の
際

に
は
、「
１

個
所
あ
た
り

何
本
測
れ
ば

良
い
か
」（
調

査
本
数
）
や

「
何
Bq
／
㎏

ま
で
は
利
用

可
能
と
み
な

せ
る
か
」（
ス

ク
リ
ー
ニ
ン

グ
レ
ベ
ル
）

と
言
っ
た
判

定
基
準
が
必

要
で
す
。
こ

の
う
ち
調
査

１　
は
じ
め
に

東
日
本
大
震
災
以
降
、
岩
手
県
内
の
一

部
の
地
域
で
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
出
荷
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
解
除
要
件
を

満
た
し
た
生
産
者
は
出
荷
を
再
開
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
安
全
な
栽
培
を
続
け
る
た
め
に

は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
（
以
下
、
Cs
濃

度
と
い
う
）
が
指
標
値
（
50
Bq
／
㎏
）
を

超
え
な
い
原
木
を
使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
在
、
原
木
の
利
用
適
否
の
判
定
は
、

原
木
の
Cs
濃
度
を
生
産
ロ
ッ
ト
単
位
（
原

木
林
）
で
検
査
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
Cs
濃
度
の
一
般
的
な
検
査
方

法
は
、
オ
ガ
粉
を
作
り
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

半
導
体
型
検
出
器
等
で
測
定
す
る
と
い
っ

た
破
壊
測
定
で
す
が
、
破
壊
測
定
は
オ
ガ

粉
作
り
や
測
定
に
時
間
と
労
力
を
要
す
る

た
め
、
短
期
間
に
多
く
の
原
木
を
測
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。

近
年
、
原
木
を
そ
の
ま
ま
測
定
で
き
る

非
破
壊
検
査
機
が
開
発
さ
れ
、
当
県
で
も

平
成
28
年
に
導
入
し
ま
し
た
（
岩
手
の
林

業　
平
成
30
年
６
月
号
）。
一
般
的
に
、
検

査
結
果
の
信
頼
性
の
向
上
に
は
、
検
体
数

を
増
や
す
こ
と
が
有
効
で
す
。
非
破
壊
検

査
機
に
よ
る
測
定
時
間
は
、
原
木
１
本
あ

本
数
は
、
指
標
値
を
超
え
る
原
木
（
不
適

原
木
）
の
割
合
や
、
不
適
原
木
が
含
ま
れ

る
立
木
の
割
合
か
ら
求
め
ら
れ
ま
す
。
今

回
は
先
例
＊

に
倣
い
、
原
木
と
立
木
の
不

適
率
を
、
そ
れ
ぞ
れ
５
％
お
よ
び
10
％
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
不
適
率
と
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
等
で
示
さ
れ
る
品
質
管
理
手
法
に
基
づ

き
、
原
木
と
立
木
の
最
低
調
査
本
数
を
、

そ
れ
ぞ
れ
59
玉
お
よ
び
29
本
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル
を
求

め
る
に
は
、「
バ
ラ
つ
き
」
と
「
精
度
」
が

必
要
で
す
。
こ
の
う
ち
精
度
は
「
５
％
」

が
良
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
バ
ラ
つ
き
は
自

然
現
象
な
の
で
、
実
際
に
調
べ
て
推
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
庁
や
現
地
機
関
と
連
携
し
、

県
内
19
個
所
の
コ
ナ
ラ
林
（
調
査
地
）
で

原
木
を
採
取
し
て
、
Cs
濃
度
を
非
破
壊
検

査
機
で
測
定
し
、
調
査
箇
所
ご
と
の
バ
ラ
つ

き
を
調
べ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、

仮
の
利
用
適
否
判
定
基
準
を
設
定
し
て
、

抽
出
調
査
と
全
数
調
査
を
同
じ
山
で
実
施

し
、
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仮

の
判
定
基
準
の
妥
当
性
を
評
価
し
ま
し
た
。

＊
森
林
総
合
研
究
所
（
２
０
１
８
）「
放
射
能
汚

し
い
た
け
原
木
非
破
壊
検
査
機
を
用
い
た
、原
木
林
の
利
用
適
否
判
定
の
試
み

図２　原木のCs濃度の例（19個所の１個所）

非破壊検査機で原木Cs濃度を測定
↓

バラつきを推定、仮の基準を設定
↓

仮の基準に基づき抽出調査
↓

抽出調査と同じ山で全数（多試料）調査
↓

抽出調査と全数調査の結果を比較
↓

仮の基準が妥当か評価

図１　調査の流れ
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原
木
を
採
取
し
、
Cs
濃
度
の
平
均
値
が
23 

Bq
／
㎏
を
超
え
る
か
、
最
大
値
が
50
Bq
／

㎏
を
超
え
た
場
合
に
、
利
用
不
適
と
み
な

す
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。

＊
＊
標
準
偏
差
を
平
均
値
で
割
っ
た
値

４　
抽
出
調
査

沿
岸
部
の
コ
ナ
ラ
林
で
、
36
本
の
立
木

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
２
玉
以
上
、
合
計
74
玉

の
原
木
を
採
取
し
ま
し
た
（
図
４
）。
Cs

濃
度
を
非
破
壊
検
査
機
で
測
定
し
た
結
果

（
図
５
白
棒
）、
平
均
値
は
13
Bq
／
㎏
、
最

大
値
は
34
Bq
／
㎏
で
、
い
ず
れ
も
仮
の
判

定
基
準
を
満
た
し
ま
し
た
。

染
地
域
に
お
け
る
シ
イ
タ
ケ
原
木
林
の
利
用

再
開
・
再
生
」

３　
仮
の
判
定
基
準
の
設
定

原
木
の
Cs
濃
度
は
同
じ
調
査
地
で
も
異

な
り
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の
異
な
り
の

程
度
（
変
動
係
数
＊
＊
）
を
調
査
地
ご
と

に
求
め
た
と
こ
ろ
、
調
査
地
間
で
バ
ラ
つ

き
が
見
ら
れ
、
グ
ラ
フ
で
表
し
た
と
こ
ろ

（
図
３
）、
正
規
分
布
と
い
わ
れ
る
形
を
示

し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
が
正
規
分
布
す
る

と
、
値
の
上
限
を
確
率
で
考
え
る
上
で
役

に
立
ち
ま
す
。
例
え
ば
、
図
３
の
点
線
を

下
回
る
確
率
を
95
％
と
す
る
と
、
変
動
係

数
は
０
・
67
と
な

り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、「
調
査

対
象
の
原
木
の
う

ち
95
％
が
指
標
値

を
超
え
な
い
場
合

の
平
均
Cs
濃
度

（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
レ
ベ
ル
）」
は
、

23
Bq
／
㎏
と
計
算

で
き
ま
す
。

以
上
の
結
果
か

ら
、
仮
の
適
否
判

定
基
準
を
、「
29

本
以
上
の
立
木
か

ら
各
２
玉
以
上
、

合
計
59
玉
以
上
の

５　
全
数
調
査
お
よ
び
抽
出
調
査
と
の
比
較

抽
出
調
査
と
同
じ
コ
ナ
ラ
林
で
４
９
９

本
の
原
木
を
採
取
し
、
同
様
に
Cs
濃
度
を

測
定
し
て
、
全
数
調
査
と
し
ま
し
た
（
図

５
黒
棒
）。
そ
の
結
果
、
平
均
値
は
17
Bq
／

㎏
、
最
大
値
は
57
Bq
／
㎏
と
、
抽
出
調
査

よ
り
も
や
や
高
い
値
を
示
し
ま
し
た
が
、

指
標
値
を
超
え
た
原
木
の
本
数
割
合
は
０
・

４
％
で
あ
り
、「
調
査
対
象
の
原
木
の
う

ち
95
％
が
指
標
値
を
超
え
な
い
」
と
す
る
、

抽
出
調
査
の
前
提
条
件
と
矛
盾
し
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
仮
の
判
定
基
準
が
今
回
の

試
行
で
は
妥
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

６　
お
わ
り
に

今
回
の
判
定
基
準
の
検
証
は
一
例
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
も
同
様
の
検
証
や
変
動

係
数
の
調
査
を
他
の
原
木
林
で
行
う
こ
と

に
よ
り
、
判
定
精
度
が
向
上
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

調
査
に
御
協
力
を
頂
い
た
森
林
所
有
者

と
現
地
機
関
お
よ
び
森
林
組
合
の
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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図５　抽出調査と全数調査の結果の比較
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図４　抽出調査の試料採取木

図３　原木のCs濃度のバラつきの分布

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

0 ~0.1 ~0.2 ~0.3 ~0.4 ~0.5 ~0.6 ~0.7 ~0.8 ~0.9 ~1.0

個個
所所

数数

変動係数

曲線は正規分布近似曲線

点線は、小さい方から数えて

95％に当たる値

（0.67）

─  7 ─

岩手の林業　令和３年４月15日発行


